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炎虹漆艶彩扁花器

2001年11月、萩市生まれの18歳。萩高卒、
山口芸術短大芸術表現学科1年。小学2年
からピアノを習い、中・高時代は吹奏楽部
でホルンを担当するなど、音楽に親しみな
がら育つ。将来の夢は舞台の照明デザイナ
ー。

681

　
山
口
市
中
心
商
店
街
の
街

づ
く
り
支
援
を
行
う
第
三
セ

ク
タ
ー
「
街
づ
く
り
山
口
」

が
、
県
内
の
大
学
生
を
対
象

に
募
集
し
た
自
社
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
で
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　「
う
れ
し
い
の
ひ
と
言
に

尽
き
る
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ

イ
ン
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、

音
楽
や
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
で

い
る
身
と
し
て
自
信
に
つ
な

が
っ
た
」
と
喜
び
を
語
る
。

在
籍
す
る
山
口
芸
術
短
大
の

授
業
が
き
っ
か
け
で
取
り
組

み
、
制
作
期
間
は
約
２
カ

月
。
大
き
な
木
の
周
辺
に
ビ

ル
や
家
、
五
重
塔
の
シ
ル
エ

ッ
ト
が
〝
一
筆
書
き
〞
で
き

る
デ
ザ
イ
ン
は
、「
街
づ
く

り
山
口
と
市
民
、
市
民
同
士

や
豊
か
な
自
然
が
一
本
の
線

で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

表
現
し
た
。
瑠
璃
光
寺
五
重

塔
は
一
目
で
わ
か
る
山
口
の

象
徴
」
と
い
う
。

　「
今
後
も
コ
ン
ペ
が
あ
れ

ば
、
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と

意
欲
も
見
せ
て
い
る
。

　
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

は
、「
三
代
目 

Ｊ 

Ｓ
Ｏ
Ｕ

Ｌ 
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」。  

山
口
井
筒
屋
で
萩
焼「
大
和
努
展
」

５
年
ぶ
り
の
地
元
開
催

　
地
元
・
山
口
市
宮
野
で
の

作
陶
生
活
が
35
周
年
を
迎
え

た
萩
焼
作
家
・
大
和
努
さ
ん

の
個
展
が
、
山
口
井
筒
屋

（
山
口
市
中
市
町
１
、
☎
０

８
３

－

９
０
２

－

１
１
１

１
）
５
階
催
場
で
開
か
れ

る
。
会
期
は
あ
す
15
日
か
ら

19
日（
月
）
ま
で
。
山
口
市
内

で
大
和
さ
ん
の
作
品
が
披
露

さ
れ
る
の
は
５
年
ぶ
り
。

　
大
和
さ
ん
が
本
格
的
に
陶

芸
を
始
め
た
の
は
85
年
、
20

歳
の
時
。
89
年
に
日
本
伝
統

工
芸
展
に
初
出
品
初
入
選
を

果
た
し
た
後
、
90
年
に
山
口

市
美
展
大
賞
、
93
年
大
英
博

物
館
が
買
上
収
蔵
、
２
０
０

か
ら
生
ま
れ
た
「
炎え

ん

虹こ
う

漆し
つ

艶え
ん

彩さ
い

」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、「
自

然
」
が
テ
ー
マ
の
新
シ
リ
ー

ズ
も
並
ぶ
。
ま
た
、
場
所
や

空
間
全
体
が
作
品
と
な
る
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
展

示
も
あ
る
。

　
な
お
、
会
期
中
、
大
和
さ

ん
は
在
廊
す
る
予
定
。

８
年
に
は
西
日
本
陶
芸
美
術

展
「
西
日
本
陶
芸
大
賞
」
な

ど
、
数
々
の
賞
を
受
け
て
き

た
。

　「
前
回
の
個
展
か
ら
の
５

年
間
、
海
外
に
行
き
、
帰
国

後
は
現
地
で
の
体
験
を
作
品

で
表
す
こ
と
を
修
行
の
よ
う

に
繰
り
返
し
て
き
た
。
感
性

を
磨
け
て
い
る
の
か
、
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
が
一
番
の
糧

に
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
批
評

を
」
と
大
和
さ
ん
。

　
今
回
の
個
展
で
は
、
花

入
、
陶
額
、
茶
わ
ん
、
香

炉
、
水
指
な
ど
約
１
５
０
点

が
展
示
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ン

テ
ロ
ー
プ
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
地

層
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
粉

引
墨
流
彩
」
シ
リ
ー
ズ
や
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
見
た
珍
し
い

大
気
現
象
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
レ

イ
ン
ボ
ー
（
環
水
平
ア
ー

ク
）」
を
表
現
し
た
い
思
い

あす～19日

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

け
に
し
た
り
し
な
が
ら
快
適

な
住
ま
い
づ
く
り
に
専
念
。

メ
イ
ド
時
代
に
な
ら
し
た
腕

で
「
き
ょ
う
の
一
針
　
あ
し

た
の
十と

針は
り

」
と
、
繕
い
も
の

に
も
励
み
ま
す
。
そ
し
て
一

週
間
後
に
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド

も
目
を
見
は
る
ほ
ど
の
居
心

地
の
よ
い
家
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
格
言
め
い
た
言
葉
を
口
に

し
な
が
ら
段
取
り
よ
く
仕
事

を
す
す
め
て
い
く
テ
ィ
リ
ー

の
見
事
な
働
き
ぶ
り
は
、
細

部
ま
で
丁
寧
に
描
か
れ
た
絵

か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

藤
本
　
美
穂
さ
ん

「
街
づ
く
り
山
口
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
デ
ザ
イ
ン

ぶ
ど
う
の
木
代
表

　
　
　
　
　
　
中
村
　
佳
恵
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人
形
の
家
に
住
む
メ
イ
ド

人
形
の
テ
ィ
リ
ー
は
、
料
理

番
人
形
に
小
言
を
言
わ
れ
な

が
ら
掃
除
、
洗
濯
、
繕
い
も

の
、
ア
イ
ロ
ン
が
け
…
と
家

事
に
追
わ
れ
る
生
活
に
う
ん

ざ
り
。
あ
る
日
、
自
由
に
暮

ら
せ
る
場
所
を
求
め
て
家
出

し
た
が
、
テ
ィ
リ
ー
は
そ
こ

に
自
分
の
家
を
作
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

「
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
　
道

お
の
ず
か
ら
ひ
ら
く
」

　
テ
ィ
リ
ー
は
、
小
枝
で
ほ

う
き
を
作
っ
た
り
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
カ
ッ
プ
を
洗
濯
お

を
決
意
し
ま
し
た
。

「
た
め
ら
う
も
の
は

チ
ャ
ン
ス
を
に
が

す
」

　
親
切
な
ぬ
い
ぐ
る
み
の
く

ま
の
エ
ド
ワ
ー
ド
に
案
内
さ

れ
て
た
ど
り
着
い
た
の
は
、

古
い
温
室
。
が
ら
く
た
が
散

乱
し
、
く
も
の
巣
の
か
か
っ

た
乱
れ
た
場
所
で
は
あ
り
ま

ティリーのねがい
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

　
一
般
的
に
は
感
染
者
の
く
し
ゃ
み
や

咳
か
ら
放
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い

込
ん
で
感
染
す
る
「
飛
沫
感
染
」
と
、

ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
手
で
口
や
鼻
を

触
る
こ
と
で
感
染
す
る
「
接
触
感
染
」

と
が
あ
り
ま
す
。

　
食
品
を
介
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
と
さ
れ
る
事
例
は
報

告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
予
防
に
効

果
が
あ
る
食
品
に
つ
い
て
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

　
基
本
的
な
予
防
法
は
、
密
閉
空
間
・
密
集
場
所
・
密
接
場
面
の
「
３
密

を
避
け
る
」、
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
や
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る

消
毒
、
換
気
を
十
分
に
す
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
規
則
正
し
い
食
生
活

や
休
養
・
睡
眠
な
ど
健
康
管
理
を
し
っ
か
り
す
る
、
他
の
人
に
感
染
さ
せ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
明
確
な
科
学
的
根
拠

は
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
予
防
効
果

を
標
ぼ
う
す
る
健
康
食
品
や
除
菌
・
抗
菌
ス
プ
レ
ー
な

ど
が
出
回
り
、
消
費
者
庁
は
消
費
者
の
商
品
選
択
に
著

し
く
誤
認
を
与
え
る
も
の
と
し
て
注
意
喚
起
を
し
て
い

感
染
経
路
と
予
防
法

人
以
外
か
ら
の
感
染
経
路

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
食
品

（一社
）食
の
安
心・安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
ペ
ッ
ト
、
ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
昆
虫
、
手
紙
や
荷
物
な
ど
気
に
な
る
も
の
は
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と

い
う
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
患
者
さ
ん
や
感
染
の
疑
い
が
あ
る
方
が
使
用
し
た
ト
イ
レ
が
汚
れ
た
場
合
は
、
０
・

１
％
程
度
に
薄
め
た
家
庭
用
漂
白
剤
や
濃
度
70
％
程
度
の
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
で
清

掃
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
感
染
症
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
動
物
と
触
れ
合
っ
た
後
や
ト
イ
レ
掃

除
の
後
な
ど
は
し
っ
か
り
と
手
を
洗
い
、
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
で
の
消
毒
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

な
い
た
め
マ
ス
ク
の
着
用
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
る
、
と
い
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
す
。
様
々
な
情
報

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
基

本
的
な
予
防
法
を
き

ち
ん
と
実
践
し
て
感

染
症
を
予
防
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

（
２
０
２
０
年
10
月
）

1847

10
日
付
本
紙
掲
載
広
告
を
参

照
の
こ
と
。

萩
の
地
魚
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

萩
し
ー
ま
ー
と
で
も
企
画
多
彩

地産地消「ぶちうま！ キャンペーン」
山口・防府の特産品が当たる

　
地
産
地
消

推
進
拠
点
の

Ｐ
Ｒ
や
特
産

品
の
販
売
促

進
を
目
的
と

し

た
「

山

口
・
防
府
地

域

ぶ

ち

う

ま
！
　
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」

が
、
11
月
23

日
（

月
・

祝
）
ま
で
開

催
中
。
期
間

中
に
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に

参
加
し
て
い
る
山
口
・
防
府

市
内
の
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩

店
」
や
販
売
協
力
専
門
店
を

利
用
し
て
レ
シ
ー
ト
を
集
め

る
と
、
抽
選
で
特
産
品
詰
め

合
わ
せ
セ
ッ
ト
や
商
品
券
が

当
た
る
。

　
対
象
店
舗
は
、
山
口
・
防

府
地
域
の
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店

31
店
舗
、
販
売
協
力
専
門
店

17
店
舗
の
計
48
店
舗
（
各
店

舗
名
や
詳
細
は
、
県
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
内
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
名
で
検
索
を
）。
買
い
物

の
金
額
は
問
わ
ず
、
レ
シ
ー

ト
２
枚
一
口
で
応
募
で
き

る
。
１
人
何
口
で
も
応
募
可

能
だ
が
、
当
選
は
１
人
１
回

ま
で
。

　
景
品
は
、
Ａ
賞
が
山
口

市
・
防
府
市
の
農
産
物
詰
め

合
わ
せ
ま
た
は
水
産
物
詰
め

合
わ
せ
セ
ッ
ト
（
３
人
）、

Ｂ
賞
が
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参

加
の
い
ず
れ
か
の
店
舗
で
使

え
る
商
品
券
２
千
円
分
（
48

人
）。

　
応
募
方
法
は
、
参
加
店
舗

な
ど
で
入
手
で
き
る
応
募
用

紙
に
レ
シ
ー
ト
を
貼
り
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年

齢
、
性
別
、
応
募
口
数
な
ど

を
記
入
し
て
山
口
地
域
地
物

普
及
推
進
協
議
会
事
務
局

（
〒
７
５
３

－
０
０
６
４
山

口
市
神
田
町
６

－

10
　
山
口

農
林
水
産
事
務
所
企
画
振
興

室
内
）
に
郵
送
す
る
（
あ
て

先
や
記
入
項
目
は
印
刷
さ
れ

て
い
る
）。
同
30
日（
月
）
必

着
。
問
い
合
わ
せ
は
同
事
務

局
（
☎
０
８
３

－

９
２
２

－

５
２
９
１
）
へ
。

　
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
は
、
県

産
農
林
水
産
物
等
を
食
材
と

し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
飲

食
店
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
な

ど
。
販
売
協
力
専
門
店
は
、

県
内
産
の
青
果
物
、
花
き
、

米
、
生
鮮
水
産
物
な
ど
を
積

極
的
に
販
売
し
て
い
る
店
舗

を
指
す
。

～
11
月
23
日

の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
「
萩
に
ゃ
ん
。」
シ
ー

ル
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
天
然

と
ら
ふ
ぐ
セ
ッ
ト
や
萩
の
地
魚
セ
ッ
ト
が

当
た
る
。
道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
（
☎
０

８
３
８

－

２
４

－

４
９
３
７
）
で
は
、
同

１
日（
日
）
に
空
く
じ
な
し
の
ガ
ラ
ポ
ン
く

「
萩
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
セ
ッ
ト
」（
３
５
０
０

円
）
と
、
萩
産
レ
ン
コ
ダ
イ
の
ソ
フ
ト
干

物
、
須
佐
産
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
の
い
か
め
し
な

ど
が
入
っ
た
「
漁
師
の
お
か
み
さ
ん
手
作
り

セ
ッ
ト
」（
２
５
０
０
円
）
が
各
50
セ
ッ
ト
限

定
で
販
売
（
送
料
・
ク
ー
ル
料
無
料
）。

　
11
月
15
日（
日
）
ま
で
、
萩
市
内
飲
食
店

な
ど
で
「
萩
の
地
魚
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
開
か
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
さ
れ

た
「
萩
・
魚
ま
つ
り
」
の
代
替
イ
ベ
ン

ト
。
参
加
店
舗

で
食
事
や
買
い

物
を
し
て
萩
市

産
ケ
ン
サ
キ
イ

カ
の
一
夜
干
し

な
ど
が
入
っ
た

じ
も
開
催
。
当
日
の
買
い
物
レ
シ
ー
ト
２
千

円
ご
と
に
挑
戦
で
き
、
鮮
魚
セ
ッ
ト
や
萩
の

特
産
品
な
ど
が
も
ら
え
る
。

　
さ
ら
に
同
駅
で
は
、「
お
う
ち
で
魚
ま
つ

り
」
が
実
施
中
だ
。
萩
産
瀬
つ
き
あ
じ
や
萩

～11月15日

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



サンデー山口３　2020年（令和 2年）１０月１４日㈬

10月21日に

呼
び
か
け

お
知
ら
せ

出 

会 

い

 １行記事　あす１５日午後３時、一の坂川にゲンジボタルの幼虫約１万３千匹が放流される。大殿小児童らが、琴水橋、伊勢橋、木町橋、俊龍寺橋の４カ所で放流する。

線

の
持
ち
主
は
、
こ
こ
で
感
動
し
た
ん
だ
な
、

と
思
う
と
親
し
み
が
湧
い
て
く
る
。
同
じ
箇

所
で
私
も
心
と
き
め
く
と
、
前
の
所
有
者
と

気
持
ち
を
共
有
し
た
気
に
な
り
う
れ
し
く
な

る
。

－

あ
な
た
も
こ
こ
良
い
と
思
っ
た
ん
だ

ね
。
私
も
よ

－

と
な
る
。

　
線
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
鉛
筆
が
一
番

多
い
。
次
が
赤
鉛
筆
。
定
規
で
丁
寧
に
引
い

た
線
が
多
い
が
、
時
に
は
ふ
ら
ふ
ら
し
た
曲

が
っ
た
線
も
あ
る
。
定
規
の
線
の
人
は
、
机

の
前
に
き
ち
ん
と
座
っ
て
読
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
。
捩
れ
た
筆
圧
の
低
い
線
は
寝
転
が
っ

て
読
ん
で
い
る
人
だ
。
私
の
線
は
曲
が
っ
て

　
古
本
屋
で
本
を
買
う
と
、
そ

の
本
に
線
が
引
い
て
あ
る
こ
と

が
あ
る
。
あ
あ
、
こ
の
本
の
前

い
る
。
寝
転
が
っ
て
読
み
、
上
向
い
た
ま

ま
線
を
引
く
。
よ
ろ
よ
ろ
と
曲
が
る
。

　
難
し
い
漢
字
に
鉛
筆
で
カ
ナ
が
ふ
っ
て

あ
っ
た
。
私
も
読
め
な
か
っ
た
の
で
、
助

か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
ね
。
推
理
小
説
で

は
、
最
初
に
犯
人
の
名
が
書
き
こ
ま
れ
た

悪
戯
が
あ
る
ら
し
い
が
、
私
は
ま
だ
そ
う

い
う
本
に
は
出
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。
こ

れ
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
私
が
な
ん
に
も
感
じ
な
い
箇
所
に
定
規

を
使
っ
た
真
っ
直
ぐ
な
赤
い
線
が
引
か
れ

て
い
た
時
は
、
ち
ょ
っ
と
動
機
が
打
つ
。

な
ん
で
、
こ
こ
な
の
？
　
ど
う
し
て
？
　

二
、
三
頁
前
か
ら
真
剣
に
読
み
直
す
。

　
亡
く
な
っ
た
友
人
か
ら
貰
っ
た
本
に
線

が
引
か
れ
て
い
た
ら
、
そ
こ
を
掌
で
ゆ
っ

く
り
と
撫
で
る
。
あ
の
人
が
触
れ
た
の
だ

と
思
う
と
線
か
ら
目
が
離
れ
な
い
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

菊
池
桃
子
さ
ん
が
講
演

「
共
に
働
き
、共
に
生
き
る
」

１１月１５日

そ
の
後
、
母
校
で
あ
る
戸
板

女
子
短
期
大
の
客
員
教
授
と

し
て
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
論
等

の
講
義
を
担
当
し
て
い
る
。

研
究
分
野
は
「
雇
用
政
策
を

踏
ま
え
た
人
々
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
」。
ま
た
、
現
在
放
送

中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
エ
ー
ル
」
に
は
、
主
人

公
の
母
、
古
山
ま
さ
役
で
出

演
し
て
い
る
。

　
講
演
の
演
題
は
「
共
に
働

き
、
共
に
生
き
る
〜
新
し
い

時
代
に
伝
え
た
い
言
葉
」。

菊
池
さ
ん
自
身
の
芸
能
界
生

活
、
結
婚
、
出
産
、
育
児
な

ど
の
経
験
や
研
究
分
野
に
裏

打
ち
さ
れ
た
「
仕
事
」「
働

く
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
聞

く
こ
と
が
で
き
る
。

　
定
員
は
７
０
０
人
で
、
聴

講
は
無
料
だ
が
先
着
順
。
希

望
者
は
、
同
協
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
フ
ォ
ー
ム
か
往
復
は

が
き
で
申
し
込
む
。
締
め
切

り
は
20
日（
火
）。
詳
細
は
、

　
県
労
働
協
会
（
山
元
浩
理

事
長
）
は
、
女
優
・
歌
手
で

戸
板
女
子
短
期
大
客
員
教
授

の
菊
池
桃
子
さ
ん
に
よ
る
創

立
55
周
年
記
念
講
演
会
を
開

催
す
る
。
日
時
は
11
月
15
日

（
日
）
午
後
１
時
半
か
ら
３
時

ま
で
で
、
会
場
は
山
口
市
民

会
館
（
山
口
市
中
央
２
）。

　
菊
池
さ
ん
は
、
１
９
８
４

年
芸
能
界
デ
ビ
ュ
ー
。
80
年

代
ア
イ
ド
ル
を
代
表
す
る
一

人
で
、
ヒ
ッ
ト
曲
も
多
数
。

女
優
・
歌
手
活
動
に
加
え
、

Ｃ
Ｍ
、
ラ
ジ
オ
、
講
演
な
ど

幅
広
く
活
躍
中
だ
。
そ
し

て
、
一
男
一
女
の
母
と
し
て

子
育
て
す
る
傍
ら
、
２
０
１

２
年
に
法
政
大
学
院
政
策
創

造
専
攻
修
士
課
程
を
修
了
。

10
日
付
本
紙
掲
載
広
告
を
参

照
の
こ
と
。「ネイチャーゲーム大会」開催

五感を使って自然を体験18
日

弓
道
場
付
近
で
開
か
れ
る
。

サ
ン
デ
ー
山
口
な
ど
後
援
。

　「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」

と
は
、
１
９
７
９
年
に
米
国

の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
、
ジ
ョ

セ
フ
・
コ
ー
ネ
ル
氏
に
よ
っ

て
発
表
さ
れ
た
、
五
感
を
使

っ
て
自
然
を
直
接
体
験
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
１
７
０
種
類

以
上
の
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、

自
然
の
不
思
議
や
仕
組
み
を

感
覚
で
学
ぶ
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
（
小
学

校
低
学
年
ま
で
は
要
保
護
者

同
伴
）、
料
金
は
大
人
３
０

０
円
、
中
学
生
以
下
２
０
０

円
。
当
日
は
、
野
外
で
活
動

で
き
る
服
装
、
水
筒
、
筆
記

用
具
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

体
験
カ
ー
ド
（
所
持
者
の

み
）
を
持
参
す
る
こ
と
。

　
事
前
申
し
込
み
は
、
ふ
し

の
川
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ
イ
チ

ャ
ー
の
会
の
吉
野
信
朗
さ
ん

（

０
９
０

－

４
１
０
４

－

２
５
８
４
）
へ
。
当
日
の
直

　「
山
口

県
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー

ム
大
会
イ

ン
山
口
」

が
、
18
日

（
日
）午
前

９
時
半
か

ら
正
午
ま

で
、
維
新

百
年
記
念

公
園
（
山

口
市
維
新

公
園
４
）

︻
催
場
︼
15
日︵
木
︶～
19
日

︵
月
︶：
﹇
作
陶
三
十
五
周
年

記
念
﹈ 

萩
焼 

大
和
努
展

︻
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︼
～
20

日︵
火
︶：
１
１
０
年
の
時
を

超
え
て

－

オ
ー
ル
ド
ノ
リ
タ

ケ
の
世
界
展
、
松
生
春
山
人 

日
本
画
展

接
参
加
も
可
能
で
、
荒
天
の

場
合
は
中
止
。

山
口
井
筒
屋

［
５
階
］
今
週
の
催
し
案
内

︻
親
御
様
向
け
個
別
相
談
会

開
催
︼
親
御
様
が
で
き
る
こ

と
と
は
？
　
心
配
や
悩
み
を

抱
え
て
い
る
だ
け
で
は
解
決

し
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
：
結
婚
相
談
所
株
式
会
社

フ
ァ
イ
ン
山
口
支
店

☎
０
８
３
９
７
６
６
１
１
６

︻
あ
な
た
﹂
の
情
報
届
け
ま

せ
ん
か
︼「
サ
ン
デ
ー
伝
言

板
」
で
は
、
個
人
、
法
人
問

わ
ず
、
無
料
も
し
く
は
低
料

金
で
、
気
軽
に
「
あ
な
た
」

の
情
報
を
約
６
万
４
０
０
０

世
帯
に
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
17
ジ
ャ
ン
ル
は
有

料
で
、
８
ジ
ャ
ン
ル
は
無
料

（
内
容
に
よ
っ
て
は
有
料
の

場
合
も
）。
料
金
は
、
１
行

（
11
文
字
）
あ
た
り
６
０
０

円
（
税
別
）。
お
申
し
込
み

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

（https://www.sunday-
yamaguchi.co.jp/

）

か

ら

簡
単
に
で
き
ま
す
。

︻
た
ず
ね
人
︼
平
川
在
住
の

く
る
す
千
尋
さ
ん
　
連
絡
く

だ
さ
い
。
会
い
た
い
で
す
。

待
っ
て
い
ま
す
。
豊
田

菊池桃子さん



2020年（令和 2年）１０月１４日㈬　４サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）の
紙
面
は
、山
口
市
・
美
祢
市
・
宇
部
市（
一
部
）で
の
新
聞
折
り
込
み
と
各
所
へ
の
設
置
で
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。ま
た
、紙
面
に
載
り
切
ら
な
い
情
報
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。




